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あなたの心はどんな形？  
謹んで新年のお慶びを申し上げます。今年も、地域の皆様、保護者の皆様の温かなご支援

とご協力をいただき、一人一人の子どもたちが健やかに育ってくれるよう努めて参りたいと思

います。元日から、心を痛める出来事が起こりました。石川県能登半島で、大きな地震が発生

し、日を追うごとに被害の深刻さや避難されている方の様子が報道されています。楽しい正月

を迎える時期だけに、私たち人間ではどうすることもできない自然の驚異を目の当たりにし、改

めて「今ある日常は、当たり前ではない」ことをかみしめ、「一人一人ができることは何か」を考

える冬休みとなりました。 

第４号の学校だよりで、以下のフレーズを紹介しました。 「心は誰にも見えないけれど、「ここ

ろづかい」は見える。「思い」は見えないけれど、「思いやり」は誰にでも見える。その気持ちをカ

タチに」。これは、２０１１年に発生した東日本大震災以降、ほぼ毎日、テレビの ACジャパンの

CMで流れていたもので、調べてみると、詩人で作詞家の宮澤章二さんが作った「行為の意

味」という詩の抜粋です。この言葉はとても重み

のある素敵な言葉だと思います。 

当時(いや今も）被害に遭われ、大きな悲し

みを抱え、厳しい避難所生活を強いられている

多くの方々への「思い」を、私たち一人一人がし

っかり胸に刻むとともに、その「思い」を形（行

動）に表していくことが大切なのだということを

教えてくれています。今回の能登半島の地震も

同様です。心をかたちに、思いを形にすること

は、けっして簡単なことではありません。 

しかし、カタチにすることで、人に対する積極的

な行為が生まれるのだと思います。  

新年を迎え、私たちは何を「思い」、何ができ

るのでしょうか。できることなら、人の痛みが分

かる、人のやさしさや温かさが伝わる取り組み

をしていけるよう支援していきます。 
 

 

 

芦小だより 
創立１５０周年を迎えた 地域とともにある学校 

宮澤 章二  

あなたの心はどんな形ですか と  

人に聞かれても答えようがない  

自分にも 他人にも心は見えない  

けれどほんとうにみえないのであろうか  
 

確かに心は誰にも見えないけれど  

心づかいは見えるのだ  

それは 人に対する積極的な行為だから  
 

同じように胸の中の思いは見えないけれど 

思いやりは見えるのだ  

それは 人に対する積極的な行為だから 
 

あたたかい心が あたたかい行為になり  

やさしい思いが  やさしい行為になるとき 

「心」も「思い」も、はじめて美しく生きる  

それは 人が人として生きることだ 

地震・火災避難訓練 （１月１７日）  

今から 2９年前に発生した阪神淡路大震災､1３年前の東日本大震災の大き
な災害については､保護者や地域の皆様もよく覚えていらっしゃるのではないか
と思います。子どもたちは真剣に避難訓練に取り組みました。地震はいつ､どこで
発生するか分かりません。いざという時に「どんな行動をとることが大事なのか」
「普段､どんな準備をしていくことが必要なのか」を知っておくことが重要です。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２月の行事 

１日(木)  あいさつ運動  読み聞かせ 外国語活動（３.４年) 外国語（5.６年)   

新１年生入学説明会(保護者対象)  ＳＳＷ来校 

２日(金)  児童朝会  

５日(月)  民生委員来校 

６日(火)  外国語活動（３.４年) 外国語（5.６年)  委員会活動   

理科支援員来校  ＳC来校 

７日(水)  ＳＣＳＶ来校 

８日(木)  読み聞かせ  外国語活動（３.４年) 外国語（5.６年)   

｢八朔の馬｣ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(５年)  ＳＳＷ来校 

９日(金)  大縄跳び大会    

１１日(日)  建国記念の日 

１２日(月)  振替休日  

１３日(火)  英語活動(１.２年) 外国語活動（３.４年) 外国語（5.６年) 縦割り遊び(～１５日)  クラブ活動   

１４日(水)  保幼園生学校見学交流会  古印作り①（６年) 

１５日(木)  あいさつ運動  読み聞かせ 外国語活動（３.４年) 外国語（5.６年)  

｢八朔の馬｣作り(５年)  ＳＳＷ来校 

１６日(金)  十歳のつどい(４年)  学級懇談会(４年)  古印作り②（６年) 

２０日(火)  外国語活動（３.４年) 外国語（5.６年)  ｢いのちの授業｣(４年)  理科支援員来校 

２２日(木)  授業参観、学級懇談会（1.2.3.5.６年)  ＴＳＵ・ＮＡ・ＧＵ授業（5.６年)  ＳＳＷ来校 

２３日(金)  天皇誕生日 

２７日(火)  代表委員会  外国語活動（３.４年) 外国語（5.６年) 委員会活動  ＳC来校  

２９日(木)  中学生とのあいさつ運動  ＳＳＷ来校 

 

３月の予定 

１日(金) 6年生を送る会 

４日(月) 巡回相談 

５日(火) 委員会活動 

６日(水) 花いっぱい運動(３年) 

１３日(水) 児童朝会 修了式(６年) 

１４日(木) 卒業証書授与式 

２１日(木) 給食終了 

２２日(金) 修了式 

たつ年「力を合わせて成長」の 1年に 
今年は、「たつ年」です。「たつ」とは「竜・ドラゴン」のことです。 

干支の５番目のたつは、１２支の中で唯一想像上の生き物です。力を蓄えて天高く昇る生

き物で、大変縁起のいい生き物として昔から大切にされてきました。この「竜」は、９つの生

き物が集まっています。角はシカ、頭のこぶがラクダ、目はウサギ、耳はウシ、体はヘビ、腕は

トラ、爪はタカ、うろこはコイ、尻尾はワニだそうです。つまり生き物それぞれの個性が集まっ

て力を合わせたときに、竜として天高く登ることができるということです。竜のように、一人

一人が力を出して合わせ、天高く登って成長をしていってほしいものです。さて、３学期が始

まり､２週間が経ちました。６年生は３月１４日が卒業式、１年生から５年生は３月２２日が修

了式です。今後は、今の学年の「仕上げ」と、次の学年への「準備」をする大切な時間で

す。特に６年生は、小学校６年間の総仕上げの大事な日々となります。一日一日を大切に

過ごしてほしいと思います。卒業式と修了式には、「みんなと一緒に頑張って成長できた」

「この学級、学校でよかった」と、心からの笑顔で、今の学年を締めくくることができるよう

に、「学級目標」や「３つのあ」を達成し、「学級の宝物」を作ることで、今年度をまとめてほ

しいと願っています。 今日からの一人一人の頑張りを期待しています。子どもたちが、たく

さんの宝物をもって、自信とともに進学・進級することができるよう、教職員一同、子どもた

ちの笑顔と成長を支えていきます。どうぞよろしくお願いします。 

 

学び合いルーム 

閉級式 

２月１７日(土) 


